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図表4－3　一人で使えるもの（お手伝い）
はさみ
ほうき
シャベル
雑　　巾
ひも結び
包　　丁
栓抜き
金づち
カッター
かんきり
難難叢．
98．2
100
、．雛難
78．9
74．0
’鱗羅藩
74．6
79．2
羅難欝
68．0
50．7　　．
据　　懇i灘融
45．8
33．8
鱒　　　灘隷馨
33．8
18．2
舗簗鐸
34．6
26．0
羨…灘難．33．5
10．4
22．2
Q1．6　團お手伝いを決めてよくする
@　　口お手伝いを時々する
@　　囮ほとんどしない
16．0
　10．4
@8．4
U．6
R．9
図表5－1子どもが参加したことのある活動
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図表5－2　両親が子どもの頃参加していた活動
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図表5－3子供の参加活動（親が子供の頃の参加活動別）
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図表5－5　子供の参加活動（親の現在の参加活動別）
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図表5－4　両親の現在参加している活動
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加していたかどうかをたずねた結果が，図表5－2で
ある。概して，現在の子どもよりも地域の活動や行事
などに参加した割合は低いが，町内子ども会が活発で
あったこともわかる。また，母親の方が父親よりも，
地域の活動などに参加していた割合が高い。
　母親と父親とを合わせて，両親の子どもの頃の地域
の活動などへの参加状況をみると，「両親共にある」
52％，「母ある・父ない」24％，「母ない・父ある」10％，
「両親共にない」12％となる。
　これを，先ほどみた5・6歳児の地域活動などへの
参加経験の有無とクロスさせてみると，図表5－3の
ようになり，両者の関連がはっきりと認められる。両
親が子どもの頃，地域の活動や行事などに参加したこ
とがあるほど，子どもの参加経験の割合が高いのであ
る。
　㈲　両親に現在参加している活動についてたずねた
結果は，図表5－4のとおりである。母親は，「自治会・
町内会」が19％，「自主的サークル」が13％であるが，
「公民館や図書館の活動」は7％と少ない。また，「な
し」が54％と過半数をこえている。父親についてみれ
ば，「なし」が7割になる。参加している活動の順位は，
母親とあまり変わらない。
　母親と父親とを合わせて，両親の現在の参加活動の
有無についてみると，「両親共にある」15％，「母ある・
父ない」26％，「母ない・父ある」9％，「両親共にな
い」48％となる。　　　’　　　　　　富
　両親が現在参加している活動があるかどうかと，子
どもの地域活動などへの参加経験の有無との関連につ
いてみると，図表5－5のようになる。両親が現在地
域の活動などに参加していることが多いほど，子ども
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の参加経験の割合も高くなり，両者は密接に関連して
いるのである。
　このように子どもが地域の活動や行事などに参加し
たことがあるかどうかは，両親が子どもの頃そうした
活動や行事に参加していたかどうかと，また，現在参
加しているかどうかと深く関係していることがわか
る。
IV結 び
　これまで調査結果をもとに，新潟市の5・6歳児の
生活や発達について，習い事，テレビ，絵本，生活技
能，参加活動などの問題に焦点をあててみてきた。そ
のなかで明らかになった主な点を整理し，結びとした
い。
　第一に，習い事をしている子が新潟市では5割近く
おり，特に，幼稚園に行っている子の3人に2人は，
習い事をしていた。習い事に対する親の意識をみると，
子どもの希望を第一に考えて習い事をさせていること
が知れたが，「習い事は必要ない」という答えは，全体
の4％しかなかった。習い事をすることが幼児の発達
にどのような意味をもつかについて，あらためて検討
する必要があろう。
　第二に，5・6歳児が一日にテレビをみる時間は，
平均2時間くらいであった。また，番組を決めるなど
制限を特別にもうけないで，自由にテレビをみている
子が4割近くいたが，そうした子は，着替えなどの自
立がおくれていた。好きなテレビ番組は全体としてマ
ソガが多かったが，5・6歳児になると男女によって
かなりの違いがあることもわかった。
　第三に，好きな本がなかったり，「マソガ・雑誌」と
答えた子が多く，現在の幼児の本の世界はかなり貧し
くなっていることがわかった。同時に，絵本をよく読
んでもらう子ほど豊かな本の世界をもち，幼児の読害
傾向は，大人が本を読んでやるかどうかと密接に関連
していた。また，母親が子どもの頃よく読んだ本と，
幼児が現在好んで読んでいる本との間にも，きわめて
高い相関があることが明らかになった。
　第四に，5・6歳児になっても「ひも結び」ができ
ない子が5割以上，「雑巾しぼり」ができない子が3割
以上いるなど，日常生活において必要な道具などの使
用能力がかなり劣っていることが明らかになった。ま
た，生活技能の習熟度とお手伝いとは密接に関連して
おり，お手伝いをよくする子ほど，日常生活に必要な
道具などの使用能力が高いことがわかった。
　第五に，地域における活動や行事に参加したことの
ある子どもは，祭りをのぞくといずれも5割以下で，
かなり少ないことがわかった。同時に，子どもの参加
経験は，親が子どもの頃地域ゐ活動などに参加してい
たかどうかと，また，現在参加しているかどうかと，
密接に関連していることが知れた。
　以上，調査結果をもとに明らかになった点を簡単に
まとめてみたが，調査を通じて，幼児の成長や発達に
おいて家族などまわりの大人の与える影響の大きさ
を，あらためて知ることができた。可塑性のきわめて
大きい幼児期は，環境やまわりの人々の働きかけに
よって，発達に大きな相違が生じるのである。また，
この時期に形成されたものは，生涯を通じて大きな意
味をもつ。子どもの発達をめぐってさまざまな問題が
生じている現在，幼児と幼児をとりまく状況を今一度
見つめ直していく必要があろう。
　　（本研究において大変お世話になった問藤侑，小林
正子，椎谷淳，天児淑子の各氏と調査に協力してくだ
さった皆さんにあらためてお礼申し上げたい。）
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